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〔海外だより〕 Swedenだより 
Lunclという都市は Swedenの南端l¥IIalmδ 市から
汽車で、20kmばかり北上した処にあり，人口 7万程の静
かな大学町で，ここに 1668年に開学した Lund大学が
ある。ここの外科の教室(主任 StigBengmark教授)に
この 5月より留学しております。海外だよりを書くには
まだ日が浅く，資料不足でもあり，やや正確さを欠く面
もあると思われるが，お許し願いたい。 
Swedenの大学教育 
Swedenの最初の大学は， 1477年 Uppsalaに創立さ
れた。その後200年ほどして1668年 Lundに第 2番目の
大学が出来， 19世紀になり，私立大学が Stockholm 
(1877年)， Goteborg (1891年)に創立された。これらの
私立大学は次第に多額の国家補助を受けざるを得なくな
り， 1950年代に国立に移管された。その後 Umea，Lin-
kopingにも総合大学が誕生し，現在この 6校に医学部
があり，毎年600名程度の医学部卒業生を出している。
次に特異な点は大学の入学試験は行なわれず，高等学
校 (Gymnasium)の成績で入学が決定され， 医学部入
学者は高等学校の成績が最上位でないと入学は許可され
ず，医学部志望者は多く，高校時代はよく勉強している
という。また授業科も免除されており，奨学資金制度も
完備している。
医学部の年限は 5年 6カ月となっているが，出席日
数，試験の成績でこの期間で卒業出来る学生は全体の25
%程度といわれている。また日本のように高校卒業生の
大多数が大学に入学するということはなく，高校卒業だ
けで就職，専門学校に入学する学生も多い。 
Lund大学の医学部のカリキュラムは， 1年次から一
般教養科目と同時に解剖学，組織学，生理学，生化学等
の基礎科目の講義が始まり， 2年次までに講義実習が終
了し， 3年次になると薬理学，微生物学，病理学，社会
医学系の講義と同時に内科，外科の臨床科目の講義も開
始され，試験は各科目の講義終了と同時に行なわれ， 5 
年6カ月で卒業ということになっている。なお臨床実習
は Lund大学病院(ベット数 1700床)とl¥IIalmo の 
Allgemein General Hospital (ベッド数 1800床)で行
なっている。
インターン制度 
Swedenでは医学部卒業後21カ月のインターン制度が
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あり，内科系 6カ月，外科系 6カ月，精神神経科 3--6
カ月，外来実習 3--6カ月間の臨床実習を必要とされ，
これが終了して国家試験の資格が出来，これに合格して
医師となる。なおインタ)ン生に対し，月額6000--7000 
Krone (1 Kr，約 45円)の俸給が国から支給されてい
る。また精神神経科だけに臨床実習を義務づけているの
は同科は極度に医師不足であるため，さらにほかの科で
の臨床実習は医師になってから行なえばよいと説明して
いる。 
Lund大学病院 
Lund大学附属病院は1968年に中央ブロックといって
いる近代的設備を誇る12階建の病院が完成した。なお，
さらに増築の計画があるというが，これは南スエ}デン
住民が高度の医療を受けられることと，医学部学生の教
育と卒後研修の場所という大きい目的に添って建設され
た。総面積436，000cu.m.建築費213，2million Kroneを
要し，建設計画をしてから10年の年月を費したという。
この建物の中には内科系，外科系の各診療科，研究室，
レントゲン診断部，手術場， I.C.U.中央検査部，動物
実験棟，管理部門等があり，その他の教室，診療科は中
央ブロックの周囲に各科ごとに大きい建物があり，診
療・研究・教育を行なっており，全体で1700床になって
いる。このなかでレントゲン診断部，手術場，動物実験
棟等は特に近代的設備を擁している。
卒後教育
卒後教育については主として外科・整形外科で実施し
ているものについて言及する。その他の教室では内容は
異なっているが，期聞についてはほぼ同程度と考えてい
る。 Lund大学の外科系の講座は外科学一講座，整形外
科学，脳神経外科学，泌尿器科学，産婦人科学，耳鼻咽
喉科学であり，胸部外科，小児外科は診療科として存在
している。外科学講座であつかっている対象疾患は，食
道を含めた消化器外科，内分泌外科，血管外科であり，
胸部外科では心・肺外科を行なっている。それで一般外
科医または整形外科医としての必須年限は5.5年--6.5年
(平均 6年)としている。詳細は図の通りであるが，一
般外科に 4-5年のほかに胸部外科・小児外科・泌尿器
科に各6カ月，整形外科医としては整形外科に 4--5
年，神経外科，形成外科，手の外科に各 6カ月の研修を
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ICU15床，術後病棟20床，外来異常用病床10床あり，年
間約2300例の手術を施行している。
一般外科 
4~5 年
整形外科 
4--5年
必要としている。勿論この期間中に麻酔科の研修を最低 
6カ月必要としている。しかもこれらの研修の場は地方
の中心病院としており，その病院は研修病院としてベッ
ド数に応じた人材，設備を必要としている。例をあげる
と，人口25万を対象とした地区の中央病院には 900ベッ
ドが常時必要であり，検査室が各部門完備しであり，外
科系についていうと内臓外科の病室は80床，泌尿器科20
床，外来週 2日，手術日週 2日， 5 -6名の外科専門医
がおり，その下に 6-7名の研修医がいることが必要で
あって，これには大学側も努力している。
さらに地方中央病院で約 6カ年研修した医部のなか
で，生来研究・教育スタッフとして能力ある者と大学側
が認めたときは大学病院に戻してさらに 5年間教育研究
を課している。この期間は研究と同時に学生・インタ)
ンの教育指導にもあたり， 一応 10.5年を目標としてい
る。
診療・研究・学位制度 
Lund大学外科では常時 Bengmark教授以下50人位
の医師がおり，朝 8時から夜遅くまで教育・診療・教育
に従事しており，立派な業績があがっている。主な研究
テ}マは消化器外科とくに肝・胆道・騨・門脈外科であ
り，そのほか食道・胃・腸，内分泌外科，血管外科等で
あり，学会活動も活発に行なっている。病棟数は120床， 
また病院の中央ブ、ロックに完備な活動実験棟があり，
殆んど研究班はこの施設を十分に利用している。動物実
験棟は当然各科共有のものであり，動物飼育室，手術室，
レントゲン装置，麻酔器，各種計器，消毒設備，手術器
具等も清潔に保管されており，ここにも多くの技術員が
おり，不潔，悪臭は全くなく，ゆっくり腰を落着けて実
験が出来るであろうという感を抱いたのは私一人ではな
いと思う。
学位制度は大学にきめられた大学院制度が存在してい
るが，この制度によって学位を取得しているのは文科系
の学部に殆んど限られているという。医学部とくに臨床
各科は近年卒後教育の必要性が要求され，さきに述べた
ようにこれに長期間を要するようになったので，この制
度によって学位を取得する者は殆んどないという。従っ
て学位は時間的制約の比較的少ないことと立派な成績の
集積が学位取得ということにつながって来ている。その
内容は学会発表は当然であり，最後に Disputation(討
論会)を主任教授が座長で，臨床，基礎の教官多数出席
のもとに 3時間位かけて，活織な討論がある。これを経て
学位が取得出来るわけである。従って学位取得者は臨床
の教室で、年に 1-2人，基礎の教室で 2-3年に 1人程
度であるという。外科の教室に50人位医師がいるが学位
を有している者は10人程度である。ちなみに教室の廊下
に1700年代から現在までの学位取得者の写真が 100枚程
かかげてある。 
Swedenの医学教育・ Lund大学病院の現況等の一部
を紹介したが，意を尽せない面が多々あるかと思う。 
Swedenの大学はすべて国立大学であり，国の予算が重
点的に出ていることは確かで，設備・人の面で表われ，
立派な成果があがっていることは事実である。
しかしながら近年物価高，人件費の高騰などで経済的
にさすがに限度に来ていることも多くの人が認めている
ところで，国，当事者が如何なる方針でこの難問を切り
ぬけて行くかが問題であると思う。 (1978.9. 1受付)
